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過酷事故環境下で、原子炉建屋及び格納容器内の線量率を測定可能な光ファイバ型放射線モニタの開発を

進めている。円柱形の検出素子の直径と長さを等しくすること、及び、70mm厚さのAl2O3製ハウジングを用

いることで、照射方向及びエネルギ特性が目標仕様を満たす見込みを得た。 
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1. 緒言 

光ファイバ型放射線モニタは、検出部に電源が不要、電気ノイズに強いといった特徴を持ち、従来の電離

箱と異なる測定原理を持つ。2015年春の年会において、線量率線形性等の基礎性能試験結果を報告した[1]。

今回、照射方向及びエネルギ特性について評価したので、その結果を報告する。 

 

2. 照射方向及びエネルギ特性評価結果 

2-1. 照射方向特性 

円柱形の検出素子(Nd:YAG, 2mmφ×2mmt)において、検出器の

厚さ方向に対して平行及び垂直方向からガンマ線を照射した時

の計数率の測定結果を図1に示す。照射方向を90°変えても計

数率が目標仕様である±20%以内であることを確認した。 

2-2. エネルギ特性 

Al2O3製ハウジングの厚さを変えた時の各ガンマ線エネルギに

おける検出素子への付与エネルギの計算結果をもとに、計数率

を評価した。結果を図2に示す。Al2O3ハウジング厚を70mmにす

ることで、80～1250keVのエネルギのガンマ線に対する計数率

が、目標仕様である－25～＋40%以内となることがわかった。 

 

3. 結論 

 円柱状の検出素子(Nd:YAG, 2mmφ×2mmt)を用い、その周囲

を厚さ 70mmの Al2O3製ハウジングで覆うことで、照射方向及

びエネルギ特性が目標仕様を満たす見込みを得た。今後、複

数の検出素子及びハウジング材を用いた検討を進める。 
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図1 照射方向特性試験結果
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図2 エネルギ特性評価結果
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